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随 想

ハ イ ティ ー ン と 淋 疾

日本大学教授 大 熊 博 雄

2月10資 の朝日新聞に 鰻「少年法」に再検討のうこぎ'と 題して・少年法では20才未満 ・

児童福継法では18才未満が少年であり・労働基準法では15～18才 が年少労働者となつてお

り,各 省や法律によつて少年の解釈がまちまちである.警 察庁調査によると14～17才 の兇悪

犯が年令別では最高位を占め,そ の増加率も上昇カーブを描いているという.岡 庁保安局は

17才でも肉体は完全な成人,し かし考え方は幼稚であるとしている.西 独の場合は少年は17

才まで,18～23才 は青年,24才 以上が成年となつているという.欝 本でも関係官庁協議の

上,少 年法の年令引き下げの再検討すべきだとしている.以 上が記事の大略であるが,杉 野

氏等の 鰻一般少女と非行少女の身体発育状況の姥較'(矯 正医学,7:2)や 蛍爾疑等の
髄葬行少女の健康調査"(生 物統計学雑誌,5:3),売 春防止法施行後紅おける売春婦性病

の実態 ぐその2)(東 京都衛生局)等 をみると非行少女の身体発育は一般少女より下廻つて

いるが,胸 囲のみは平均を上廻つており,82.4～}6が性交歴を有し・知能指数は半数以上が平

均暴下であるが,精 神診臨では庶とんどが準正常煮であつたという.私 は蕎聞の記事や手近

にあつた非行少女に関する文献をみ,彼 等の間の性病特に淋疾の感染程度や近頃外来で感 じ

ていたことを取 り挙げ私なりにその性態を眺めてみた.

東寒都籍生局の街娼の淋疾江ついての報告をみると,34隼 度申に検挙された3護71名 中未

成年者は307名で,こ のうち淋菌保有者は57.3%に のぼつている.こ れら未成年街娼は年々

増加の傾向にあるという.ま た先 日機会をえて少年鑑別所に入所奢の淋疾罹患状況を昭和31
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年 と35年 の各1年 間の調査 をしてみた.そ の数値 は次表 の如 くで,街 娼 よりは勿論罹患率は

低 いが31年 と35年 と比較 してみ ると少女 ではかな り増加してい る.こ の ような数 字 を み る

と,未 成年街娼は半数 以上,非 行少女 では10人 中2名 が淋疾 にかかつ てい ることになり,警

察 の網 にかか らない少女 に も淋菌保 有者がか な りの率 にあ るものと想像 され肌 寒 さ を 感 じ

る.

この間或 る警察 に売笑の疑いで検挙 された17才 の少女を診 る機会が あつた.問 診 して鷲い

た ことに,満1才 にな る子供 があ り,同 棲者 は20才 で無職,浅 草の山谷 に居住 しているとい

う.淋 菌保 有者 であ り,知 能 はさほ ど低 い とは思われ なかつた.こ の ようなケースは少ない

もの と思 うが,20才 前 の若 さで家庭を もち経 済的な裏附け を自 ら働 き出せ る者は特種な人々

に かぎ られ,一 般 には親 の保護下に あるか,親 元 を離 れて働 いても一人の生活で一杯 であろ

う.精 神的に未熟 な彼 等が無軌道 に結婚 しても経済的に破綻 し,転 落 して行 くのは当然の こ

とであろう.曽 爾氏等 の非行少女の家庭環境 の調査 では全例1,211名 中 父母健在が過半数の

55%を 占め,母 のみ健在な者19.80/。,父 のみ健在11.go/。,父 母死別7.9%で あつ て,わ れわ

れ は父母死別者が過半数 を占めているのではないか と推察 していたが結果は父母健在者が大

部分 であつ たという.義 務教育を終え上級学校へ も進学せず,良 き指導者 も友 もない者は読

書 の選択 もできず ・手近に入手で きる下 級な雑誌 を読む ことになろ う.卑 近 な例をあげれば

一 部 の週刊誌が その好例 で,な かには性 的にはなはだ露骨 な小説や記事 があ り成人が読んで

も如何か と思われ る内容の ものが屡 々見受け られ,も し肉体的にはほぼ完成 され ていても精

神 年令 の成人に比 し低 い彼等が読んだ場 合の性的刺戟 の強 さは想像 を越 えるものがあろう.

最 近性的神経症の少年の患者が多い.彼 等 の うちに は手淫を正常行為 と自か ら云い,我 々

が 不正 行為 であ ると納得 させ るのに困難 な場合が ある.昔 は この ような患者 は大学の学生が

多かつ たが,昨 今 は中学生,高 校生に多い.こ の現象 は何物かに より挑発 されているためと

思 う.1959年 ロン ドンで行われた万国性病協議会 で英国の一 会員が,学 会で配布 された印刷

物 中に あつ た週刊 の ロン ドン案 内を取 りあげ,そ の中 の一頁 を例に とり,こ のような広告は

青少年に与 える影響は大 きい.テ インエジヤーの性的犯罪 の誘 因 となると力説 していた.週

刊 ロン ドγ案内の内容は私がみた ところでは レス トラン.キ ヤパ レー,映 画,シ ヨウ等 の広

告であ り,例 に とつた頁 は ヌー ド シ ヨゥの写真入 りの所 で,日 本 の一,二 の雑誌の内容の

方 が露骨な ように思われた.英 国の人 は我 々に近 い考 えの人 も居 るのだ と当時感 じた ことを

思 いだす

近 着のActaDermato-Venereologica,Vo1.40,p.393(1960)にASurveyofFemale

PatientswithGollorrheaatSt.G6ransSjukhus,1954-58.と 題 す る発 表があ り・その

内容は主 として治療に関 しての報告であ るが,5年 間に診療 した女子淋疾患者の年別 と年令

別 を初 めに分類観察 している.こ れに よると1955年 前 後は20才 代 の患者数が各年令層中最高

を示 してい るが ・近年 は漸減 し,10代 は 年 々増加 し58年 には20代 を上 回つている.著 老W・

Enforsは この10才 代 を注 目してか13～16才 を 特に別掲 している.こ の ことについては数字

以外になに も記載 され ていないが恐 らく言外 に何にか訴え てい るように思 う.そ の数 を参考

までに再記す ると下記の ようで,1958年 の10代 の淋疾数 は約210名 だ とい う.い ず この国で

1954患 者 数

582

1955 1956 1957 1958

560 608 574 539

13～16才13(2.2%)16(2.9%)34(5.6%)55(9.6%)96(17.8%)

もティンエージの性問題は頭の痛いことのようである.私 は淋疾罹患率から日本の一部特種

少年の様相を観察し,そ れを元に彼等の生態を推測したにすぎないが少年法を再検討するの

はよいが,年 令引き下げによりいたず らに牢獄の狭 さを詑つことにもなりかねない.彼 等に

悪影響を及ぼすであろう雑誌や映画その他あらゆる点に根本的な対策を建て次代の日本を背

負う若人の健全な肉体と精神を希う者は私のみではなかろう.


